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第 1 章 総則  

 

１ 目的  

仕様書は、鶴岡市（以下「市」という。）が令和８年度に購入する消防指揮車（以

下「車両」という。）について、艤装その他必要な事項を定める。  

 

２ 概要  

車両は、各種消防資機材を積載し、迅速適切な活動を目的として製作するもので、

各部構造装置は堅牢で耐久性に富み、消防活動の酷使に充分耐えうるものでなけれ

ばならない。  

 

３ 適合法令等  

本車両は、次に掲げる法令その他関係ある法令、通達等に適合するもので、緊急

自動車として承認が得られるものであること。  

（１） 道路運送車両法（昭和２６年法律第１８５号）  

（２） 道路運送車両法の保安基準（昭和２６年運輸省令第６７号）  

（３） 自動車等から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量

の削減に関する特別措置法（平成４年法律第７０号）  

 

４ 提出書類  

（１）仕様書の細部及び艤装については、市との制作上の打合せを充分に実施した後に、

次の図書を提出し、承認を受けた後に艤装を行うこと。  

ア 製作工程表      ２部 

イ 製作承認図（前後左右上部の艤装５面図）  ２部 

ウ 電気配線図      ２部 

エ 装備品、付属品の明細書     ２部 

オ その他、市が指示するもの     

（２）納入に際し次の書類を提出すること。  

ア 緊急自動車届出確認書の写し           １部 

イ 自動車検査証の写し                 １部 

ウ 完成図書（最終艤装図及び装備明細書）      １部 

エ 完成車両写真（前後左右上）           １部 

オ 車両取扱説明書                １部 

カ 自動車改造計算書               １部 

キ パーツリスト                 １部 

ク 納品書（明細価格入り）              １部 

ケ その他当市が指示するもの  
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５ 車両及び艤装の条件  

（１）本車両に使用するシャシは、令和８年度に製造された強力堅牢なもので、ハイル

ーフ、ワイド幅ワンボックスバン型、４ＷＤ、寒冷地仕様とし、各種資機材を積載

し、本仕様を充分満足し得るよう艤装するものであること。また、車両、取付品、

取付装置、積載品及び附属品等は、全て新規製品であること。 

（２）車両の艤装に使用する材料等は、日本産業規格品か、これと同等以上で構成され

たものであり、各部の構造は堅牢かつ軽量で耐久性に富むものであること。 

仕様書の細部及び製作上生じた疑義は、全て市と協議の上、承認又は指示を受け

るものとする。 

（３）車両の艤装にあっては、使用取扱い上の安全性及び操作性を考慮し、現場指揮活

動を行う上で最適な構造及び性能を有するもので、容易に点検整備、調整、清掃が

できる構造とすること。 

（４）仕様書及び図面に明記されない軽易な事項、又は艤装の性質上当然必要な些少の

材料及び施工等は、市の指示に従い、受注者の負担とすること。 

（５）仕様書に基づかない装備品、積載品の追加及び仕様細部の変更等については、市

の承認又は指示を受けること。 

 

６ 検査  

（１） 中間検査は、製作工程中の写真、ビデオ等の提出により、次の項目について実

施する。  

① 車体の検査  

② 艤装検査  

③ その他当市が指示するもの  

（２） 完成検査は、運輸局の登録検査に合格後、納入指定場所に搬入し、市が立会い

の上、仕様書に基づいて実施する。  

① 車体の検査 

② 艤装検査 

③ 装備品、積載品、付属品  

④ その他当市が指示するもの  

（３）検査時の指摘等 

検査の結果、市が不合格と認めた事項については、受注者は速やかに改修し、

再検査を受けること。 

 

７ 登録・費用  

（１）納入に至るまでの積載資機材等に対する技術指導者の派遣、検査及び故障修理等

に要した費用の一切は受注者の負担とする。  
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（２）車両の新規登録に係る自動車重量税、自動車損害賠償責任保険料及び「使用済自

動車の再資源化等に関する法律」に関する費用については市の負担とする。 

（３）新規登録に際し、積載を予定する資機材を重量計算に入れて登録を行うこと。  

 

８ 保証  

艤装の保証期間は、納入日から２年とし、シャシ、取付品、積載品については、各

メーカーが定めた期間とする。ただし、設計不良、工作不良、材質不良に起因する

故障・不具合の場合は、保証期間終了後においても無償とし、修理または交換等の

改善策を施すものとする。  

塗装部分についての保証は２年とし、錆、剥離、変色等の異常が生じた場合は再

塗装するものとする。 

 

９ 納入  

（１） 完成車両の納入は、自動車及び艤装全般、並びに付属品等の諸検査に合格し、

新規登録後に納入するものとする。  

（２） 本車両を納入する際は、車両及び資機材の燃料、油脂、電池等を全て規定量ま

で満たし、点検整備を行い、安全に使用できる状態で納入すること。  

 

10 補則 

（１） 本仕様書に明記されていない事項については、メーカー公表の標準仕様とし、

機能操作上当然具備しなければならない事項は、これを充足しなければならない。

また、装備品等については、軽量かつ堅固な材質を利用し長期の使用に耐え得る

こと。 

（２） 本車両の製作に際し、疑義が生じた場合は、速やかに当市と協議し承認を受け

るものとする。なお、質疑応答事項は、本仕様書の追補とする。 

（３） 本仕様書で指定した形式、型式以外のもの（同等品以上）を使用する場合は、

当市と協議し承認を受けること。  

（４） 製作の一部を他の業者に外注する場合は、この仕様書を満足するよう当該業者

を監督すること。 

（５） 特許等工業所有権に関する法令、第三者の有する特許法・実用新案法又は意匠

法上の権利及び技術上の知識を侵害することがないよう必要な処置を講ずること。

これらの運用、適用にかかる費用は、受注者が負担すること。  

（６） 受注者は完成車両納入後、当市の指定する日時、場所において、車両の構造及

び機器の取り扱い、保守管理等の説明をするための担当者を派遣すること。なお、

派遣に要する諸経費の一切は、受注者が負担すること。  

 

11 納入場所  

鶴岡市美咲町３６番１号、鶴岡市消防本部  
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12 納入期限  

令和１０年３月１７日（金）  

 

第 2 章 仕様  

 

１ 車両諸元  

（１）車体形状     ワンボックスバン型・ハイルーフ・ワイド 

（２）全長       ５，２３０ｍｍ以上 

（３）全幅       １，８８０ｍｍ以上 

（４）全高       ２，４５０ｍｍ程度 

（５）荷室長      ３，３９５ｍｍ以上 

（６）荷室幅    １，６９５ｍｍ以上 

（７）室内高      １，５６５ｍｍ以上 

（８）ホイルベース   ２，９４０ｍｍ以上 

（９）エンジン最大出力  １２５ｐｓ（９５ｋｗ）以上  

（10）使用燃料     レギュラーガソリンまたは軽油  

（11）燃料タンク容量  ６５ℓ以上 

（12）変速装置     オートマチックトランスミッション  

（13）舵取り装置    パワーステアリング 

（14）駆動方式     フルタイムまたはパートタイム４輪駆動 

（15）車両定員     ５人以上（全席シートベルト装備）  

（16）ドア数    ４枚以上 

 

２ 主要付属装置及び取付品  

（１）アンチロックブレーキシステム  

（２）フォグランプ 

（３）プライバシーガラス（フロント、運転席、助手席除く）  

（４）バックアイカメラ（カーナビゲーション連動）  

（５）タコメーター・水温計  

（６）エアバッグシステム（運転席・助手席）  

（７）集中ドアロック 

（８）エアコン・クーラー・ヒーター（前席・後席） 

（９）カーナビゲーションシステム（７インチ以上・ＴＶチューナーレス） 

（10）ドライブレコーダー（常時録画タイプ、前後または全方位） 

（11）ＥＴＣ車載器(セットアップ含む。) 

（12）バッテリー自動管理器（マグネット式コネクト、１０ｍ以上コード付）  

（13）バッテリー容量は車両に積載する各種電装品の使用に十分耐えられるものである
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こと。 

（14）仕様書に明記されていない点は、メーカー公表の標準仕様書のとおりとすること。 

 

 

 

第 3 章 艤装  

 

１ 車両外部  

（１）車体外板部 

アンテナ等の貫通部には防水処理を施すこと。また、各機器の取付けは、点検

及び修理等が容易にできるものであること。  

（２）窓ガラス 

フロント、運転席及び助手席を除く車体側面並びに後部ドアの窓ガラスは、プ

ライバシーガラスとし、車外から車内が見えにくいものとすること。  

（３）サイドミラー 

ワイドビュー型ミラーとすること。 

（４）赤色警光灯及び警音装置  

ア 赤色警光灯(スピーカー、モーターサイレン、標識灯内臓型 )はＬＥＤ型とし、

車両正面及び斜め方向からの視認性に優れたものであり、キャビン屋根前部に取

付けること。また標識灯の点灯は車幅灯連動で行うこと。  

イ 電子サイレンアンプ（マイク及び音声合成機能付）は、キャビン内の操作容易

な箇所に設置すること。 

（５）作業灯 

ルーフ側面の左右各１個所にＬＥＤ作業灯を取付けること。点灯スイッチは左

右別とし、運転席付近に設けること。  

（６）消防章 

フロントグリル中央付近に、直径１５０ｍｍ程度のクロームメッキ製の消防章

を取付けること。 

（７）夜光反射テープ 

スライドドア内側前後面、バックドア内側周囲に夜光反射テープを設けること。 

（８）路肩灯 

左右後輪付近に路肩灯（ＬＥＤ）を取付け、スモールランプと連動すること。

また、路肩灯は堅固な構造とし防水性、耐久性に優れていること。  

（９）バッテリー自動管理器を設け、車両のバッテリー容量を十分に満たすよう充電、

管理できるようにすること。  

（10）ヒッチメンバー 

車両の前後部に水上バイクを積載したボートトレーラーをけん引するためのヒッ

チメンバーを設けること。  
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２ 車両内部  

（１）運転席周囲は、インパネ部分と併せて、電子サイレンアンプ、無線機、ＥＴＣ車

載器（アンテナ分離型）等を操作しやすい配置に取り付け、運転操作及び視認性の

妨げとならないようにすること。  

（２）カーナビゲーションは、インストルメントパネル埋め込み型とすること。  

（３）後部座席は、二列目のみとし、折りたたみ収納可能な３人掛けのベンチシートと

すること。 

（４）１００Ｖコンセントを前席と後席合わせて２箇所以上（計４口以上）設けること。

使用電力１０００Ｗ以上とし、設置位置等の詳細については、市と協議すること。 

（５）荷室内に、ＬＥＤ照明を前後左右計４箇所設置し、夜間作業に支障のない明るさ

を確保すること。設置位置、スイッチ等の詳細については、市と協議すること。 

（６）バックドア内側にＬＥＤ照明を設置し、開放した際夜間作業に支障のない明るさ

を確保すること。設置位置、スイッチ等の詳細については市と協議すること。 

（７）荷室内運転席側に重荷重用スライドレールを設置し、上部にはステンレス製ラッ

クを設置し積載物を容易に後部へ搬出入できるようにすること。詳細については市

と協議すること。 

（８）ＡＶＭは旧車両よりＮＥＣ製ＡＶＭⅢ型を移設し取付けること。本機の設定及び

本機を設定することにより調整が必要な全ての修正を行い、使用上の不具合が無い

ように設定すること。取付位置については市と協議すること。  

（９）無線機は本体を助手席後部付近に移設取付けし、表示部をインストルメントパネ

ル付近に使用上の不具合が無いように設置すること。詳細については市と協議する

こと。 

（10）運転席と助手席の間に、携帯無線、携帯型端末機、消防活動用各種ファイル等を

収納できるセンターコンソールを設置すること。 

（11）助手席にマップランプを設置すること。  

（12）デジタルインナーミラーを取り付けること。  

（13）全周囲モニター（俯瞰表示機能付き）を取り付けること。 

 

第 4 章 塗装及び記入文字  

 

１ 塗装  

（１）車体外板塗装は、上質な材料を使用し、入念に仕上げること。塗色はアルミ板及

びクロームメッキ部を除き、消防用緊急車両として承認可能な朱色とし、紫外線、

雨等に十分耐えうる塗装及び艶出し加工とすること。 

（２）車体下廻りは、黒色又は車両標準色とし、防錆塗装を行うこと。  

２ 記入文字等  

（１）左右ドア「鶴岡市消防本部」を白色反射文字、丸ゴシック体で貼り付けること。 
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（２）車体前部、左右ドア及び車体後部右側に「指揮２」を白色反射文字（後部は反射

除く）、丸ゴシック体で貼り付けること。 

（３）キャビン屋根上部に、対空表示「鶴岡指揮」を、白色、丸ゴシック体で貼り付け

ること。 

（４）標識灯は、「指揮２」を、黒色、丸ゴシック体で貼り付けること。 

（５）車両両側に鶴岡消防マーク（７００ｍｍ×７００ｍｍ）を、白色で貼り付けるこ

と。 

（６）記入文字等についての詳細は、別途協議とする。  

 

 

第５章 取付品・付属品等  

 

主な取付品、付属品等は、別表のとおりとする。  

 

 

第６章 その他  

 

１ 仕様書は概要を示すものであるから、記載のない事項であっても新規格 (排ガス規制

等含む。) に基づき、機能操作上当然具備しなくてはいけない事項は、これを充足しな

ければならない。また、装備品等については軽量かつ堅固な材質を利用し長期の使用

に耐え得ること。  

２ 車両の製作に際し、質疑が生じた場合は、速やかに市と協議し承認を受けるものと

する。  

３ 前記で定めた事項を含めた艤装及び附属品の取扱い、位置等については受注者確定

後打ち合わせの上決定する。  

４ 仕様書の指定以外のものを使用する場合は、市と協議し承認を受けること。  

５ 製作の一部を他の業者に外注する場合は、仕様書を満足するよう当該業者を監督す

ること。  

６ 受注者は、市の指定する日に、指定する場所において、貴職員 (専門技術員 )を派遣し、

車両等の点検整備、使用方法について、十分説明を行うこと。なお、これに要する費

用は受注者の負担とする。  

 

 

 

 

 


